別表第1（第7条、第12条関係）
【第3条第1項に規定する事務事業】
誓　　約　　書
　私は、下記の1～5の事項について誓約します。
　なお、興部町が必要な場合には、下記の事項について興部警察署に照会することについて承諾します。　
　また、照会で確認された情報は、今後、私が興部町と行う他の契約における確認等に利用することに同意します。
記
1　自己又は自己の役員等は、次の各号のいずれにも該当していないことを誓います。
(1) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）
(2) 暴力団員（同法第2条第6号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
(3) 暴力団員が役員となっている事業者
(4) 暴力団員であることを知りながら、その者を雇用・使用している者
(5) 暴力団員であることを知りながら、その者と下請契約又は資材、原材料の購入契約等を締結している者
(6) 暴力団又は暴力団員に経済上の利益又は便宜を供与している者
(7) 暴力団又は暴力団員と社会通念上ふさわしくない交際を有するなど社会的に非難される関係を有している者
(8) 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを利用している者
2　上記1の(1)から(8)までに掲げる者が、その経営に実質的に関与している法人その他団体又は個人ではないことを誓います。
3　私は、本件目的物件を自ら暴力団事務所（暴力団の活動の拠点である施設又は施設の区分された部分をいう。）として使用せず、又は第3者をして暴力団事務所として使用させないことを誓います。
4　暴力団員及び暴力団関係事業者から社会通念上不当な要求又は契約の適正な履行を妨げる行為（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、興部町への報告及び興部警察署への届け出（以下「報告・届出」という。）を行います。また、下請人等が暴力団員及び暴力団関係事業者から不当介入を受けた場合は、速やかに報告・届出を行うよう当該下請人等に指導することを誓います。
5　この誓約に事実と相違することが判明した場合は、この契約が解除等のいかなる措置を受けても異議の申し立てをしません。また、これにより損害が生じた場合は、一切私の責任とすることを誓います。
　　　　　年　　月　　日
興部町長　　　様
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
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誓　　約　　事　　項


　興部町では公共施設から暴力団を排除し、みなさまに安心してご使用いただけるよう、暴力団の利益となる使用等を許可しないよう取り組んでおります。
　つきましては、申請者に暴力団の利益となるような使用でない旨の誓約をお願いしておりますので、次の誓約事項を確認の上、□にレ点の記入をお願いします。
　なお、この申請書に記載された内容を確認のために興部警察署へ照会する場合がありますが、この申請書に記載された個人情報等は、公共施設が暴力団等の活動に利用されないため及び誓約内容の確認のために使用します。


　□　私は、このたびの申請を行うに当たり、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第2条第2号に定める暴力団又は同条第6号の暴力団員並びに興部町暴力団排除条例第6条第1項に定める暴力団関係事業者の利益になると認められる行為を行わないことを誓約します。



【許可等に記載する例示】

　（公共施設用）
　　この使用許可書を交付した後、興部町暴力団排除条例施行規則（平成26年規則第○○号）第11条第1項に該当すると認めるときは、当該使用の許可を取消し、又は中止し若しくは制限します。

　（事務又は事業用）
この許可書を交付した後、興部町暴力団排除条例施行規則（平成26年規則第○○号）第5条第1項に該当すると認めるときは、当該許可を取消し、又は中止し若しくは制限します。
